
神奈川県内の高等学校に通う
学生のみなさんを

返済不要の奨学金で支援します

イノセンシオ夢挑戦財団
奨学金制度のご案内

１．当財団の奨学金制度の特徴

奨学金は給付とし、返済の義務はありません。
奨学生の卒業後の就職、その他一切については、本人の自由とします。
他の奨学金制度を利用する予定の者であっても、応募可能です。

２．奨学金の内容

（１）給付金額 月額2万円
 ＊当財団からの奨学金は、原則として返済を必要としません。

（２）支給期間 奨学生採用時に在学している学校を卒業又は終了するまで。

（３）採用予定人数 10名（1年生10人）
 

（４）応募資格（下記のいずれにも該当する者とします。）
① 神奈川県内の高等学校1年生※に在籍する者。

※全日制、定時制、通信制いずれの課程も対象とする。なお、特別支援学校は含まない。
② 経済的理由によって修学が困難と認められる者※。

※保護者（世帯主及び配偶者）の年収合計が400万円以下である者。
③ 学業成績、人物ともに優れている者。
④ 在学学校長が推薦する者。推薦人数は１高等学校あたり2名以内とします。

３．応募方法

・募集要項・指定フォーマットは当財団ホームページ（https://inocencio-yumechosen.or.jp/)から
ダウンロードできます。又は各高校に配布されたものを使用してください。

・奨学金を希望される方は在籍する高校を経由して下記ア～エの書類を当財団事務局宛にご提出くださ
い。生徒の皆さん個人からの直接の応募は受け付けておりません。

ア 願書 (財団指定フォーマット No.1)
イ 在学学校長の推薦書(財団指定フォーマット No.2) 

※ 出身中学校の成績証明書の添付をもって本推薦書の「学業成績欄」の記載に代えることができま
すが、その他の項目については全て在学高校で記入してください。

ウ 保護者（世帯主及び配偶者）の年収を証明する書類
次の①の書類とします。但し、②のケースに該当する場合は①に併せて②の提出も必要です。
①令和6年度市町村民税・道府県民税課税(非課税)証明書（全項目証明で発行、役所・行政サービ

スコーナー等で取得できるもの。）
② 「必要書類 ア願書 (財団指定フォーマットNo.1)」内に記載の「■家族の状況」と、①の書類に
表示される家族状況に違いがある場合（例：現在は母が１人で子を扶養しているが①の書類の時
点ではまだその状態ではなく扶養欄に表示がない、もしくはひとり親控除申請をする前で①の書
類の時点ではまだひとり親欄に表示がない等）は、①を補完するものとして「戸籍謄本、児童扶
養手当申請、健康保険証」など現在の家族状況がわかる書類。

エ 課題：将来の夢について、他（財団指定フォーマット No.3 を用い記載の①～⑤全ての設問に対し
それぞれ最低200字以上400字以下で回答すること。なお使用する言語は日本語又は英語に限る。）

※ウの書類については、コピーで構いませんが、大きさは A4 判で文字の判別ができる濃度でお願いし
ます。A4 サイズでないものは、折り曲げるか A４サイズの紙に貼付するなどしてください。

2025年度奨学生 募集開始4月1日応募書類締切5月20日



名称 公益財団法人イノセンシオ夢挑戦財団

代表理事 内山 隆太郎

設立年月日 2021（令和3）年10月26日

所在地 〒223-0062 神奈川県横浜市港北区日吉本町一丁目27番29号

事業目的
神奈川県内の高等学校の生徒に対し奨学援助を行う事により、社会貢献を積極
的に果たす気概を持った人材を育成し、神奈川県の教育水準の向上及び人材の
育成に寄与することを目的とします。

公益目的事業 奨学金給付事業

４．募集選考スケジュール

2025（令和7）年4月 1 日(火) 応募書類の受付を開始します。
2025（令和7）年5月20日(火) 応募書類の受付を締め切ります
2025（令和7）年6月30日(月) 選考結果を応募高校担当者宛経由で各本人に通知します。

＊奨学生の決定は、当財団の選考委員会の選考を経て代表理事が行います。
＊選考の経過及び決定の理由は公表いたしません。

公益財団法人イノセンシオ夢挑戦財団
〒223-0062
神奈川県横浜市港北区日吉本町一丁目27番29号

TEL：   080-7176-0735（平日9:30-17:00 留守番電話にお名前、ご用件と連絡先を録音してください。）
E-mail：inocencio_zaidan@tkao.com
URL: https://inocencio-yumechosen.or.jp/
         
            2025年3月

代表理事からのメッセージ

イノセンシオ夢挑戦財団では、私が生まれ育った神奈川県で学ぶ高校生を対象とした奨学金事業を
行っています。わざわざ「夢挑戦」という言葉を加えたのは、それこそが未来を担う若者にとって
最も大切なことだと思っているからです。

勉学への強い意欲と能力を持ちながら、家庭の事情や経済的理由などからそれを充分に伸ばせない。
夢を描きながらも、生まれた環境によってそれを育む余裕がない。

私共の奨学金によってひとりでもふたりでも進学の希望をつなぎ、微力ながら若者と、私を育てて
くれた社会への支援となれればこの上なく幸いです。

代表理事 内山 隆太郎

財団概要
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